










（ 続紙 １ ）                             














































































（続紙 ２ ）                            
 
（論文審査の結果の要旨） 
 
 従来のインド世界における食と宗教の研究においては、記号論的な分析を基盤
に、儀礼食のやりとりがいかに神々や聖者そしてカーストの異なる人々を結びつ
けたり分離したりするかが論じられてきた。つまり寺院を中心にやりとりされた
食は、儀礼共同体における神と人、そしてそれを媒介にした人と人の社会関係を
象徴し構築する記号とみなされてきた。そこにおいては寺院を中心として構成さ
れる儀礼共同体の社会関係を、儀礼食の記号的意味や交換関係から読み解こうと
してきたのである。しかしそうした観点からは、ISKCONのように儀礼共同体を超
えてストリートや学校給食という公共領域の場でプラサーダム（供物のお下が
り）を提供する活動について十分な理解をすることができない。そこでは記号の
共有された意味は存在しないからである。 
 本論文は、ISKCONがプラサーダムを公共領域に提供することで生じる、宗教性
と公共性が矛盾を含みながら媒介された新たな社会的ダイナミズムに着目する。
そして、長期のフィールドワークおよび文献史料に基づいて、現代インド・デ
リーでのISKCONによるプラサーダム提供活動の社会的意味をつぶさに検証してい
る。そこで本論文が着目するのは、食の記号的意味ではなく、食が実際の場でど
のように経験され、いかなる社会的行為がその経験を軸として生まれていくかの
過程である。そこでは、多様なアクターが食の味覚経験を通じてつながりなが
ら、その食の意味やありかたについて社会的交渉と自己反省が起きる場としての
「味わいの共同性」が構築されつつあると、本論文は論じる。 
 本論文の意義としては以下の四点が挙げられる。 
 第一に、ISKCONの活動について、特にプラサーダム提供活動を中心に、その料
理・献供・分配の内容、方法、組織、過程について、長期の参与観察に基づく綿
密で詳細なデータを提供したことである。特にISKCONによる公共領域でのプラ
サーダム提供活動にかかるデータは貴重である。 
 第二に、ISKCONの活動の民族誌的描写を通じて、現代インド・デリーという都
市の一側面を活き活きと描いてみせたことである。宗教と公共、信仰と福祉、食
とストリート、布教と商売などがクロスオーバーしながら生まれる新たな動態を
活写したことの貢献は大きい。  
 第三に、プラサーダムの社会的意味について、従来の記号論的解釈を超えて、 
食の味覚経験とその身体性・情動性の側面に注意を向け、それを軸とした社会的
相互行為のありかたを論じたことである。これは、現代インド社会における食を
論じるにあたって新たな視角を提供するものであり、特にプラサーダムという宗
  
教的な食が、儀礼共同体を超えてどのように経験されているかを論じるにあたっ
て有効な視座である。 
 第四に、「味わいの共同性」という枠組みから、記号論的な意味を共有しない
多様なアクターが、同じ料理を味わうという経験を媒介として社会的交渉と自己
反省を展開する過程について論じたことである。こうした観点により、本論文
は、宗教および公共に関する従来の規範的・構造的な見方を超えて、相容れない
と考えられていた諸領域が食を通じてつながり、そこでおいしさ、栄養、福祉、
奉仕などの意味が多元的な社会的相互行為を通じて問い直される過程を描くこと
に成功している。 
 以上のように本論文は、ISKCONのプラサーダムを中心とする活動を緻密に検証
することによって、現代インドの食と宗教についての新たな理解の可能性を示し
た優れた研究である。それは南アジア地域研究および宗教研究に寄与するところ
が大きい。 
 よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。
また、平成27年1月23日、論文内容とそれに関連した事項について試問した結
果、合格と認めた。 
 なお、本論文は、京都大学学位規程第14条第2項に該当するものと判断し、公
表に際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認
める。 
 
 
 
